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-小川勝士教授 (岡山大 ･医学部 ･病理学教室),




について一北 徳先生 (川崎医大 ･岡山実験動物
センター),岡大医学部附属動物実験施設における
管理運営上の問題点 とその対策について一倉林


















の血清型について一北 徳 ･山下貴司先生 (川崎





徳 ･山下貴司先生 (川崎医科大 ･実験動物飼育セ
ンター),ラットの実験糸球体腎炎の起きやすい系
統,起きづ らい系統-佐渡義一 ･内藤一郎 ･沖垣
達先生(垂井医学研究所),Jt川奇医大メディカル ミ
ュージアムにおける肉眼標本の作製 :実験動物の
利用について一広川満良 ･三宅康之 ･原田由美 ･
上野幸子先生(川崎医科大学),中央実験動物施設
の備えるべき機能 とそれを機能させるに必要な条








































雄 ･吉村幸夫先生 (実中研),｢バイオ-ザー ド対
策の設備及び施設計画｣一堀田 勝氏 (日本クレ
ア),特別講演 ｢実験動物とのつき合い｣一妹尾左
知丸先生 (垂井医学研究所所長),｢原爆放射線が
もたらした災害-レントゲンからチェルノブイリ
まで｣-阿波彰夫先生 (広島放射線影響研究所,
遺伝学部長)｡
第12回岡山実験動物研究会 :昭和61年12月6日,
林原生物化学研究所で開催｡特別講演 ｢実験動物
におけるGeneticMoniteringの意義と役割｣一山
師事三教授 (京都大学医学部),一般講演 (3題)
スンクスの歯の発生-近藤信太郎先生(岡山大学･
歯学部),DietaryFiberについて-中永征太郎先
坐(ノー トルダム清心女子大),自動水洗ラックを
用いた小動物の大量飼育一佐藤芳範先生 (林原生
物化学研究所)0
第13匝‖司山実験動物研究会 :昭和62年3月30日,岡
山大学医学部で開催｡発生工学懇談会,岡山バイ
オ懇話会との共催｡
フォーラム ｢生物のかたち作りの謎をとく-発
生工学への道｣記念講演NicoleM.LeDouarin博
士(フランス科学振興機構発生学研究所所長),質
助講演 ｢細胞をよりわける分子と動物のかたち作
り｣一竹市雅俊教授 (京都大 ･理学部)
